
　【統計結果の概要】

 漁業産出額は、海面漁業・養殖業を中心に漁業者の減少・高齢化、漁船の高船齢化等

　に伴う生産体制のぜい弱化や、国民の「魚離れ」の進行等を主たる要因として、昭和57

　年に約３兆円であった産出額が平成24年まで長期的に減少傾向で推移してきたが、平成

　25年以降は消費者ニーズの高い養殖魚種の生産の進展等により増加に転じてきた。

    注:　本表の構成割合、対前年増減率は、統計表の表章単位（100万円）で計算したものである。

　　平成28年は、海面漁業が漁獲量の減少等により減少したものの、海面養殖業、内水面

　養殖業等が堅調な需要に支えられて価格が上昇したことにより、１兆5,596億円と、前

　年並みとなった。

　 図 漁業産出額の推移（全国）

表１ 漁業産出額（全国）

27.627.7

29.629.0 29.329.0

27.1

25.8
26.926.7 26.9 26.8

25.7

24.6

23.4
22.1

21.621.9

20.0
19.6

18.5
17.6

17.0
15.715.815.815.816.3 16.1

14.514.614.014.014.1
14.8

15.615.6

21.5 21.6
23.3

22.2 22.5 22.0
20.5

19.4 19.7 19.5 19.5 19.1 18.3
17.2

15.8 15.1 14.6 14.7
13.4 13.2

12.3 11.7 11.4
10.4 10.7 10.6 10.8 11.3 11.2

9.7 9.7 9.4 9.1 9.4 9.7 10.0 9.6

4.5 4.4

4.4
5.1 5.0

4.9
4.8 4.7

5.6 5.4 5.8 6.1
5.8

5.7

6.0
5.4

5.3 5.7

5.2 5.1
5.0

4.8 4.6

4.3 4.2 4.2 4.3
4.3 4.0

3.9 4.1
3.7 4.0 3.9

4.3
4.7 4.9

1.7 1.7

2.0
1.8 1.8

1.8

1.7

1.7

1.6 1.7 1.6 1.6

1.7

1.6

1.6

1.6
1.7

1.6

1.4 1.3

1.1
1.1

1.0

1.0 1.0 1.0 0.7
0.7 0.8

0.8 0.8
0.9 0.9 0.8

0.9
1.0 1.1

0

5

10

15

20

25

30

35

内水面漁業・養殖業

2810平成元年60 15 20 25

海 面 漁 業

海面養殖業

昭和55年 5

（千億円）

実数 構成割合
億円 億円 ％ ％

15,621 15,596 100.0 △ 0.2 

海 面 漁 業 9,957 9,617 61.7 △ 3.4 

海 面 養 殖 業 4,673 4,887 31.3 4.6 

内 水 面 漁 業 184 198 1.3 7.7 

内 水 面 養 殖 業 809 894 5.7 10.5 
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【統計結果】

 　海面漁業の産出額は、長期的には、いわし類、すけとうだら等の漁獲量の減少に

 より、平成24年まで減少傾向で推移してきたが、その後は海洋環境の変化や日本周

 辺海域において急増する外国漁船との競合等により、漁獲量が減少したするめいか、

   平成28年は、前年に比べ339億円減少し、9,617億円（対前年増減率3.4％減少）と

 なった。

 　この要因としては、まぐろ類について、価格に大きな変化が見られない中、めば

 ち、びんなが等の漁獲量が減少したこと、しろざけ等について、価格が大きく上昇

 したものの、日本沿岸へのしろざけの来遊量が激減したこと、平成28年１月以降は、

 ロシア200海里水域内でのさけ・ます流し網漁業が禁止されたことにより漁獲量が

 大きく減少したこと等が影響したものと考えられる。

【関連データ】

１  海面漁業

表２　海面漁業の産出額の推移（全国）

 さんま等の魚価が上昇していること等から、９千億円台で推移してきた。

　　   資料：農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計」

海面漁業の漁獲量（全国）
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　　   注：１  平成18年の「さけ類」は産地水産物流通調査の調査対象品目外、19～20年の「さけ類」は

　　　 　　　産地水産物流通調査（年間調査）が休止年である。　

　　　　 　　２  産地水産物流通調査は、平成18年は197漁港、19～20年は42漁港、21年は184漁港、22年は

　　 　　　　208漁港、23年は210漁港、24～25年は211漁港、26年は210漁港、27～28年は209漁港の年間

　　   　　　調査の平均価格である。

　　　 　　３  平成21年以前の産地水産物流通調査は、農林水産省統計部の公表である。

　 海面養殖業の産出額は、長期的には、のり類等の収獲量で減少傾向が続く中、平

 成23年には東日本大震災の影響により約３千７百億円まで減少したものの、その後

 は消費者ニーズに合致した質の高いくろまぐろやほたてがい等の養殖が増加したこ

 とから、増加傾向で推移してきた。

 　平成28年は、前年に比べ215億円増加し、4,887億円（対前年増減率4.6％増加）と

 なった。

 　この要因としては、のり類について、加工食品への原料原産地表示の動きを受け、

 コンビニエンスストア等のおにぎりに高品質の国産のりを使用する実需者ニーズが

 高まる中、ここ数年は生産量の減少もあり価格が上昇したこと、まだいの価格が堅

 調に推移したこと等が寄与したものと考えられる。

　 　  資料：水産庁「産地水産物流通調査」

２  海面養殖業

表３　海面養殖業の産出額の推移（全国）
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【関連データ】

         のり事業推進協議会調べ

   注：１　乾のりの平均単価は、乾ノリ全国共販漁連・漁協の共販金額を落札枚数で除したものである。

　 　　２  産地水産物流通調査は、平成18年は51漁港、19～21年は42漁港、22～28年は48漁港の月別調

 　　　　査の平均価格である。

 　内水面養殖業の産出額は、長期的には、こい、にじます等、養殖魚種全般で収獲

 量が減少傾向にあるものの、近年はうなぎの堅調な需要に支えられて、増加傾向で

 推移してきた。

 　平成28年は、前年に比べ85億円増加し、894億円（対前年増減率10.5％増加）と

 なった。

 　この要因としては、内水面養殖業の産出額の約７割を占めるうなぎ養殖業につい

 て、シラスウナギの取引価格が高値で推移していることに加え、うなぎに対する国

 民の根強い需要により価格が高値で推移したこと等が寄与したものと考えられる。

 　資料：　農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計」、水産庁「産地水産物流通調査」、全国漁連

３　内水面養殖業
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【関連データ】

　

　　　資料：水産庁「ウナギをめぐる状況と対策」

　　　資料：農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計」、総務省「消費者物価指数」

表４　内水面養殖業の産出額の推移（全国）
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◎ 統計結果の利活用
水産業諸施策全般、国民経済計算、産業連関表、県民経済計算の資料等に利用
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